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令和5年7月9日(1) 大阪本苑だより

大
本
大
阪
本
苑

　
　

６
月
月
次
祭
執
行

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
大
阪
本
苑
６

月
月
次
祭
が
６
月
11
日
（
日
）
執
行
さ
れ
た
。

祭
典
は
伶
人
入
殿
、
祭
員
入
殿
、
祓
式
行
事
、

斎
主
拝
礼
、
献
饌
。
斎
主
高
瀬
健
二
次
長
に

よ
る
『
月
次
祭
祝
詞
引
続
き
誕
生
祭
祝
詞
』、

『
世
界
平
安
安
全
祈
願
祝
詞
』が
奏
上
さ
れ
た
。

続
い
て
副
斎
主
に
よ
る
『
人
類
愛
善
会
愛
善

デ
ー
世
界
平
和
祈
願
祝
詞
』
奏
上
。
玉
串
捧

奠
で
は
、
斎
主
、
宣
伝
使
代
表
、
伊
藤
次
長
、

分
所
支
部
代
表
等
が
敬
虔
に
捧
げ
た
。
斎
主

先
達
、『
神
言
』奏
上
、讃
美
歌
斉
唱
に
続
い
て
、

乙
姫
様
礼
拝
と
進
み
、
祭
員
・
伶
人
退
殿
。

神
門
明
子
参
事
に
よ
る
「
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
」

拝
読
で
祭
典
は
終
了
。
祭
典
後
人
型
宣
教
功

労
者
表
彰
が
あ
り
、
各
代
表
に
賞
状
と
記
念

品
が
伊
藤
香
次
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
引
続

き
芸
術
部
よ
り
冠
沓
句
の
表
彰
が
あ
り
、
三

島
分
所
の
谷
内
い
づ
み
氏
が
天
位
に
選
ば
れ

た
。
そ
の
後
、
水
田
良
司
編
集
部
長
に
よ
る

お
知
ら
せ
、
加
賀
見
明
男
先
生
に
よ
る
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
勉
強
会
と
か
わ
ら
版
の
紹
介
の
後

直
会
に
移
っ
た
。
最
後
に
全
員
で
基
本
宣
伝

歌
を
斉
唱
し
終
了
と
な
っ
た
。
歓
ぎ
の
家
で

は
秋
に
向
け
て
青
少
年
が
世
界
連
邦
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
の
製
作
を
行
い
、

ご
神
前
で
分
所
支
部
長
会
議
が
行
わ
れ
、
並

行
し
て
文
化
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
1
3
1
人

「いづのめしんゆ」拝読「いづのめしんゆ」拝読 冠沓句の表彰冠沓句の表彰月次祭月次祭

乙姫様礼拝乙姫様礼拝

世界連邦ポスターコンクールの作品の製作世界連邦ポスターコンクールの作品の製作

加賀見明男先生による
エスペラント勉強会と
かわら版の紹介

加賀見明男先生による
エスペラント勉強会と
かわら版の紹介

人型宣教功労者表彰人型宣教功労者表彰

玉串捧奠
（宣伝使代表）
玉串捧奠
（宣伝使代表）

玉串捧奠
（参拝者代表）
玉串捧奠
（参拝者代表）

副斎主「人類愛善会愛善デー世界平和祈願祝詞」奏上副斎主「人類愛善会愛善デー世界平和祈願祝詞」奏上

斎主「月次祭祝詞」奏上斎主「月次祭祝詞」奏上

献饌献饌

修祓修祓

玉串捧奠
（本部代表）
玉串捧奠
（本部代表）

玉串捧奠（カトリック大阪大司教会代表）玉串捧奠（カトリック大阪大司教会代表）

6
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行

　

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
6
月
24
日
（
土
）

午
後
1
時
よ
り
斎
主
＝
水
田
千
寿
、
祭
員
＝

石
川
イ
ツ
子
・
谷
澤
朗
身
・
矢
野
美
弥
子
、

伶
人
＝
小
野
な
お
み
・
高
田
茂
子
各
氏
に
よ

り
清
々
し
く
執
行
さ
れ
た
。
湯
田
洋
子
・
出

口
照
代
各
氏
は
、
つ
る
か
め
抄
『
教
育
編
』

を
拝
読
。
参
拝
者
は
81
名
。
今
回
カ
ト
リ
ッ

ク
大
阪
大
司
教
会
の
ロ
ッ
コ
・
ビ
ビ
ア
ー
ノ

神
父
を
は
じ
め
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
信
者
の
皆

さ
ま
28
名
が
大
本
を
体
験
さ
れ
る
為
に
参
拝

さ
れ
た
。
祭
典
後
は
水
田
千
寿
連
合
会
会
長

よ
り
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
8
月
7
日
『
瑞
生

大
祭
』
直
心
会
バ
ザ
ー
で
3
年
ぶ
り
に
、
た

こ
焼
き
・
遊
休
品
バ
ザ
ー
再
開
の
旨
を
伝
え

協
力
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
後
ロ
ッ
コ
・
ビ

ビ
ア
ー
ノ
神
父
よ
り
流
暢
な
日
本
語
で
ご
自

身
の
紹
介
、
教
会
の
説
明
が
あ
り
、
伊
藤
忠

茂
本
苑
長
か
ら
大
本
の
説
明
、
大
阪
本
苑
の

話
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で
は
教
会
の
方
か
ら

た
く
さ
ん
の
質
問
を
受
け
松
本
達
也
相
談
役
・

本
部
の
木
村
且
哉
氏
か
ら
も
お
答
え
し
て
い

た
だ
き
、
和
や
か
な
時
間
を
皆
で
共
有
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は
梅
ジ
ュ
ー
ス
・

桃
・
び
わ
の
直
会
の
あ
と
全
員
で
「
基
本
宣

伝
歌
」
を
斉
唱
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。



令和5年7月9日(2) 大阪本苑だより

　

今
年
は
大
阪
本
苑
内
で
の
開
催
を
し
ま
す
。

多
く
の
少
年
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
お
手
伝
い
出
来
る
青
年
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
内
容
】
昼
食
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

マ
イ
祝
詞
づ
く
り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム

詳
細
は
締
め
切
り
後
、
追
っ
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
5
年
7
月
30
日
（
日
）

【
場
所
】
大
阪
本
苑

【
対
象
】
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

（
保
護
者
同
伴
に
限
り
小
2
・
1
年
生
の
参
加
も
可
と
し
ま
す
）

【
参
加
費
】
2
0
0
0
円

　
（
兄
弟
割
引
あ
り
…
2
人
目 

1
5
0
0
円
、

　
　

3
人
目 

1
0
0
0
円
） 

【
締
　
切
】
7
月
16
日
（
日
） 

【
申
込
先
】
阿
部
比
呂
志
青
年
部
長

a
h
i
r
o
s
h
i
2
6
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
大
阪

本
苑
に
F
A
X
ま
た
は
右
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
第
64
回
大
阪
本
苑
夏
期
学
級
の
ご
案
内

分
割
道
場
修
行
開
催
報
告

　

分
割
道
場
修
行
が
６
月
25
日
（
１
日
目
）

（
日
）、
7
月
1
日
（
土
）（
2
日
目
）、
７
月

２
日
（
日
）（
3
日
目
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

受
講
者
は
、
1
日
目
18
人
、
2
日
目
17
人
、

3
日
目
14
人
で
あ
っ
た
。

　
１
日
目
の
講
師
は
徳
山
嗣
美
先
生
、
硲
大
福

先
生
で
行
わ
れ
た
。
開
講
式
の
後
、
お
礼
拝
、

岩
崎
誠
子
さ
ん
の
八
雲
琴
に
よ
る
鎮
魂
が
あ

り
、
日
程
表
に
添
っ
て
講
座
が
始
ま
っ
た
。
最

初
は
大
阪
本
苑
で
の
開
催
の
為
、
月
次
祭
講
話

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
が
、
時
間
が
進
む

と
と
も
に
本
部
「
神
教
殿
」
で
受
講
し
て
い
る

様
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
た
。

　

2
日
目
の
講
師
は
串
崎
哲
先
生
、
田
中
雅

道
先
生
、
３
日
目
は
徳
山
嗣
美
先
生
で
行
わ
れ

た
。
分
割
地
方
道
場
修
行
の
最
後
の
講
座
は

「
座
談
会
」
で
7
人
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
で
２

つ
に
わ
か
れ
、「
大
本
の
出
合
い
」「
神
様
を
感

じ
た
時
」「
ご
神
徳
談
」「
心
に
残
る
言
葉
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
た
。「
大
本
の
出
会
い
」

の
テ
ー
マ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ツ
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た
め
て
ゆ
る
ぎ
な
い
信
仰

を
持
た
れ
て
い
る
事
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
、

日
頃
聞
け
な
い
素
朴
な
質
問
に
対
し
、
講
師
の

先
生
は
優
し
く
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
受

講
者
は
分
か
り
易
く
よ
く
理
解
で
き
た
と
好
評

で
あ
っ
た
。
講
座
は
15
時
に
終
わ
り
、
ご
神
殿

の
清
掃
と
片
付
け
を
し
て
散
会
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
様
は
、
4
日
目
、
5
日
目
の

修
行
を
本
部
で
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

（
日
程
は
「
大
本
」
誌
に
記
載
）

な
お
、
受
講
証
書
は
発
行
日
か
ら
2
年
間
有

効
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宣
教
部
）

祭
式
認
定
授
与

　

左
記
の
方
に
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
祭
式
一
般
3
級
】　
　
　
（
敬
称
略
）

　

○ 

市
村　

郁
己　
　
（
天
満
分
所
）

　
　

第
1
3
8
回　

短
歌
会
は
6
月
10
日
（
土
）

大
阪
本
苑
歓
ぎ
の
家
に
て
、
浅
田
弘
子
先
生
の

ご
指
導
の
下
、
開
催
。

参
加
者
15
名
、
出
席
者
8
名
、
詠
草
30
首

【
6
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
増
井
　
さ
え
子

や
う
や
く
出
来
し
エ
ス
語
短
歌
の

音
節
を
リ
ズ
ム
を
確
か
め
送
信
を
押
す

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
佐
美
　
賢
治

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
毎
日
届
く

特
殊
品
図
面
見
な
が
ら
試
行
錯
誤
す

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
（
土
）

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
本
苑
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

松
山
だ
よ
り

松
山
ご
奉
仕
は
、第
1
、3
、5
土
曜
日
と
本
苑

月
次
祭
前
の
木
曜
日
の
午
前
9
時
に
大
阪
本

苑
か
ら
出
発
し
ま
す
。 

次
回
は
7
月
15
日
（
土
）・
29
日
（
土
）
で
す
。

来
月
は
8
月
5
日
（
土
）・
10
日
（
木
）・
19
日

（
土
）
で
す
。

（
天
候
、
そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

6
月
17
日
の
松
山
奉
仕
の
写
真
で
す
。

2
週
間
前
に
土
砂
崩
れ
で
道
が
塞
が
り
ま
し

た
の
で
、再
び
土
砂
が
流
れ
な
い
よ
う
土
嚢
積

み
を
行
い
ま
し
た
。

受付
開講式・自己紹介
講話
マイのりと作り
昼食（バーベキュー）
エスペラント語・超入門
エスペラント語しんけいすいじゃく
寸劇かんしょう
大阪本苑たんけん
感想文
閉講式
解散

8：30
9：00
10：00

11：30
12：30

14：00

16：00

夏期学級プログラム
7月30日（日）

3 日目3 日目 2 日目2 日目

2 日目2 日目3 日目「座談会」3 日目「座談会」



令和5年7月9日(3) 大阪本苑だより

　

世
界
連
邦
運
動
協
会
「
大
阪
愛
善
会
支
部
」

で
は
信
徒
の
小
・
中
学
生
に
平
和
の
尊
さ
と
人

類
の
一
員
意
識
を
深
め
る
た
め
ポ
ス
タ
ー
・
作

文
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
】Ｂ
３
サ
イ
ズ
・
画
材
自
由
（
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
・
水
彩
・
ク
レ
ヨ
ン
・
は
り
絵
・

ソ
フ
ト
ペ
ン
・
他
）

●
第
52
回
世
界
連
邦
推
進
全
国

小
・
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

　

8
月
7
日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本

苑
で
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。

ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭
お
知
ら
せ

【
作 

文
】
小
学
生
は
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
２

枚
以
内
（
厳
守
）・
中
学
生
は
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
４
枚
以
内（
厳
守
）

【
応
募
締
切
】9
月
8
日（
金
）

　
本
苑
の
世
界
連
邦
だ
よ
り
の
掲
示
板
コ
ー
ナ
ー

に
、過
去
の
作
品
例
と
応
募
要
領
を
掲
示
し
ま
す
。

●「
令
和
5
年
生
き
が
い
公
開
講
座
」予
告

8
月 

人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
！

　
　
　
〜
あ
の
世
は
在
る
の
？
〜

　
　
　

乾　
清
高　
大
阪
本
苑
参
事

　

自
分
は
な
ぜ
生
ま
れ
て
来
た
の
か
？　

死
ん

だ
ら
ど
う
な
る
の
か
？　
こ
れ
こ
れ
は
歴
史
を

経
て
も
変
わ
ら
な
い
人
生
の
大
問
題
で
す
。す

べ
て
の
人
が
い
ず
れ
迎
え
る
“
死
”
を
理
解
す

る
こ
と
は
、と
り
も
な
お
さ
ず
生
き
る
こ
と
の

意
義
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

10
月 

神
と
人
と
の
関
係

　
　
　
〜
神
と
は
何
か
！
人
と
は
何
か
！
〜

　
　
　
田
辺 

嘉
一　
大
阪
本
苑
特
任
宣
伝
使

12
月 

芸
術
は
宗
教
の
母
な
り

　
　
　
〜
大
自
然
は
神
の
芸
術
で
あ
る
〜

　
　
　

神
門 

明
子　
大
阪
本
苑
参
事

　

左
記
の
方
に
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
祭
式
一
般
3
級
】　
　
　
（
敬
称
略
）

　

○ 

市
村　

郁
己　
　
（
天
満
分
所
）

　
来
る
８
月
27
日(

日
）午
前
９
時
よ
り

毎
年
恒
例
の「
大
阪
本
苑
夏
の
大
掃
除
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
大
阪
本
苑

を
、み
な
さ
ま
の
手
で
隅
々
ま
で
き
れ
い

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

昼
食
は
本
苑
で
準
備
致
し
ま
す
。

●
大
阪
本
苑
夏
の
大
掃
除

●
高
熊
山
献
労
奉
仕
の
ご
案
内

　

今
年
も
恒
例
の
高
熊
山
献
労
奉
仕
を
実
施
致

し
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
作
業
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
家
族
で
ご
参
加
下
さ
い
。

【
日 

時
】
７
月
17
日
（
月
・
祝
・
海
の
日
）

【
集 

合
】
午
前
９
時　

亀
岡
天
恩
郷

　
　
　
　
み
ろ
く
会
館
ピ
ロ
テ
イ
ー
前

【
申 

込
】
本
苑
青
松
会
ま
で

【
締 

切
】
７
月
9
日
（
日
）

【
持
ち
物
】
作
業
の
で
き
る
服
装
と
帽
子
・
タ
オ
ル
・

　
　
　
　

入
浴
の
用
意
を
し
て
下
さ
い
。

●
毎
月
冠
沓
句
の
発
表
と
募
集

　

句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、支
部・氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。沢
山
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

芸
術
部

【
6
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）

冠
句　

紫
陽
花
の・あ
り
の
ま
ま・ゆ
っ
く
り
と

沓
句　

歩
み
行
く　

集
句　

27
句

天 

位
　
　
　
三
島
分
所
　
足
立
正
文

あ
り
の
ま
ま
生
き
よ
と
言
わ
れ
た

尊
師
様

 

◆ 

7
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句 

感
謝
し
て
・
行
な
い
を
・
さ
ら
さ
ら
と

沓
句 

模
様
替
え

●
9
月
月
次
祭
と
慰
霊
大
祭
の

　
同
日
執
行
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
3
月
と
9
月
は
月
次
祭
と
慰
霊
大

祭
を
別
日
で
執
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、近
年

参
拝
者
が
分
散
減
少
傾
向
に
あ
り
、ま
た
当
番

分
所
支
部
の
負
担
軽
減
の
た
め
本
部
春
秋
大
祭

に
準
じ
9
月
よ
り
同
日
執
行
と
し
、1
日
ゆ
っ

く
り
と
本
苑
で
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
く
変
更

す
る
も
の
で
す
。

　

9
月
10
日(

日
）（
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

10
時　
月
次
祭
祭
典（
献
饌
な
し
）

　
　
　

ご
神
書
拝
読

11
時
半　
直
会・長
寿
者
御
祝・お
茶
席

13
時　
慰
霊
大
祭
祭
典

　
　
　

八
雲
琴
奉
納・本
苑
長
挨
拶・諸
行
事

な
お
、詳
細
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
午
前
10
時
よ
り　
『
身
の
上
相
談
』

○
午
後
2
時
よ
り　
『
生
き
が
い
講
座
』

○
午
後
3
時
半
よ
り『
み
手
代
お
取
次
』

第
1
土
曜
日

　

神
と
人
と
の
関
係
？

　

神
は
存
在
す
る
の
？
人
の
心
と
は
？

第
3
土
曜
日

　

死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
？

　

人
は
死
ぬ
と
宇
宙
か
ら
消
え
る
の
か
？

第
4
土
曜
日

　

人
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
？

　

人
生
に
目
的
な
ど
あ
る
の
か
？

※
一
部
の
参
加
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
参
加
費
無
料
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
予
定
日
】

7
月
15
日
・
7
月
22
日

8
月
5
日
・
8
月
19
日
・
8
月
26
日

●
大
本
生
き
が
い
常
設
講
座
ご
案
内

　
「
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
」が
9
月
10
日（
日
）

大
阪
本
苑
秋
季
慰
霊
祭
の
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

書
道
・
手
芸
・
写
真
・
絵
画
等
々
、展
示
で
き

る
全
て
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

お
子
様
の
作
品
も
大
歓
迎
で
す
。

【
開
催
日
】9
月
10
日（
日
）

【
場　

所
】大
阪
本
苑　

ご
神
前
の
間

【
募　

集
】展
示
で
き
る
全
て
の
作
品（
一
人
3
点
迄
）

【
申　

込
】

【
締　

切
】8
月
31
日（
木
）

【
作
品
搬
入
日
】9
月
9
日（
土
）午
前
中
ま
で

【
作
品
返
却
日
】9
月
10
日（
日
）芸
術
文
化
祭
終
了
後

●
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
作
品
募
集

　

6
月
17
日
の
松
山
奉
仕
の
写
真
で
す
。

2
週
間
前
に
土
砂
崩
れ
で
道
が
塞
が
り
ま
し

た
の
で
、再
び
土
砂
が
流
れ
な
い
よ
う
土
嚢
積

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

8
月
13
日
（
日
）
大
阪
本
苑
月
次
祭
後
、

夏
休
み
の
自
由
工
作
で
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作

り
ま
す
。

瓶
に
マ
ス
コ
ッ
ト
、

水
の
り
、
ス
ノ
ー

パ
ウ
ダ
ー
を
入
れ
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
ス

ノ
ー
ド
ー
ム
の
出

来
上
が
り
。

夏
休
み
の
宿
題
に
ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い

【
対
象
年
齢
】
幼
児
〜
中
学
3
年
生

【
参
加
費
】
無
　
料

参
加
申
込
み
は
本
苑
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す

●
夏
休
み
の
自
由
工
作
の
お
知
ら
せ



本 

苑 

日 

誌（
6
月
）

●
み
手
代
お
取
次

○
7
月
月
次
祭　
　
　

吉
岡　

 

宏
起　

宣
伝
使

○
8
月
月
次
祭　
　
　

水
田　

 

千
寿　

宣
伝
使

○
9
月
月
次
祭　
　
　

西
野　

 

秀
美　

宣
伝
使

○
9
月
秋
季
慰
霊
大
祭　

西
野 　
泰　
　

宣
伝
使

○
10
月
秋
季
大
祭　
　

小
坂　

 

邦
雄　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

令和5年7月9日(4) 大阪本苑だより

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により変更になる可能性があります。

●7月～8月 (一部)  行事予定

前
田
純
一
特
命
派
遣
宣
伝
使
在
阪
日
程

7
月 
28
日（
金
）〜 

29
日（
土
） 

特
派
へ
の
お
取
次・ご
相
談
は
、事
前
に
本
苑
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

本苑月次祭・七夕
分所支部長会議・世界連邦役員会
文化教室（謡、着付け、エス語入門、役割拝読会）
祭服クリーニング
大阪本苑書道部
お　茶
謡「大本心謡会」
常設講座「死んだらどうなるの？」
松山献労
分所支部月次祭
高熊山献労奉仕
エス語講習会（初級文法）
謡「大本心謡会」
宣教部会【リモート】
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭
お　茶
謡「大本心謡会」
エス語同好会
松山献労
参事会
大阪本苑夏期学級

エス語講習会（初級会話）
生きがい公開講座【配信】
謡「大本心謡会」
運営委員会
常設講座「神と人との関係」
松山献労
瑞生大祭遥拝祭
松山献労
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
祭典リハーサル
本苑月次祭
（準備・掃除）三島・木の花・旭
分所支部長会議・世界連邦総会
文化教室（お茶、謡、着付け、エス語入門、役割拝読会）

AM

AM
PM
AM
PM

AM

AM
PM
PM
PM

PM
AM
PM
PM
AM
PM
AM

PM
PM
PM
PM

AM
AM
AM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
10：00
2:30

9:00

9:00
1:30
2:30
7:00

1:00
10:00
2:30
1:00
9:00
5:00
9:00

1:30
7:00
2:30
7:00

9:00
10:00
9:00
1:00
1:30
3:00
7:30
10:00

7月9日（日）

11日(火)

12日(水)
13日(木)
15日(土)

16日(日)
17日(月)
18日(火)
20日(木)

22日(土)

26日(水)
27日(木)
28日(金)
29日(土)

30日(日)

8月1日(火)

3日(木)
4日(金)
5日(土)

7日(月)
10日(木)
12日(土)

13日(日)

神
饌
物
献
納
御
礼

　

6
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

岡
尾 　
由
貴　

様　
（
玉　

川
）

　

○ 

榮
岩　

 

眞
彦　

様　
（
梅
の
宮
） 

　

○ 

本
苑
農
園　
（
じ
ゃ
が
い
も
）

道
院
書
画
壇

　
「
普
化
大
千
」（
ふ
か 

た
い
せ
ん
）

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

茶碗
三代教主さま

茶入れ
三代教主さま

本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

　

先
月
号
の
令
和
5
年
度
・
節
分
人
型
大
祓
宣

教
功
労
表
彰
者
で「
千
体
以
上（
46
人
）」の
記

載
に
三
島
分
所
の
田
中
勲
様
と
足
立
正
文
様
の

２
名
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
千
体
以

上（
48
人
）」と
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
、こ
こ
に

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

1
日

3
日

4
日

6
日

7
日

8
日

10
日

11
日

13
日

15
日

16
日

17
日

18
日

20
日

21
日

22
日

24
日

25
日

30
日

謡
「
大
本
心
謡
会
」
（
3
人
リ
モ
ー
ト
2
人
）

生
き
が
い
公
開
講
座
【
配
信
】

運
営
委
員
会

常
設
講
座

松
山
献
労（
5
人
）

祭
式
講
習
会（
6
人
）

祭
式
講
習
会（
6
人
）

葬
祭
研
修
会（
12
人
）

エ
ス
語
講
習
会
（
初
級
会
話
）（
4
人
）

お　

茶（
10
人
）

松
山
献
労（
4
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会
【
中
止
】

短
歌
会（
8
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
月
次
祭（
1
3
1
人
）

分
所
支
部
長
会
議

文
化
教
室（
21
人
）

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大
阪
本
苑
書
道
部（
11
人
）

謡
「
大
本
心
謡
会
」
（
3
人
リ
モ
ー
ト
2
人
）

宣
教
部
会
【
リ
モ
ー
ト
】

常
設
講
座

松
山
献
労（
7
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会
（
初
級
文
法（
4
人
））

お　

茶（
10
人
）

謡
「
大
本
心
謡
会
」
（
3
人
リ
モ
ー
ト
2
人
）

常
設
講
座

乙
姫
様
月
次
祭（
81
人
）

参
事
会

分
割
道
場
修
行
1
日
目（
18
人
）

運
営
委
員
会


